






















































副詞「좀처럼 jomcheoreom」についても「도무지 domuji(全く)」、「애를 많이 써도(非常に















































について触れた。今回調査した日本語教科書 31 種（49 冊）の内、本研究の考察対象とした
副詞の現れ方は「あまり 29 種(22 冊で否定表現と共起)＞とても 25 種(約 10 冊で否定表現
と共起)＞なかなか 22 種(約 18 冊で否定表現と共起)＞ぜんぜん 22 種(約 16 冊で否定表現
















発音： [gyeolko]   [geudaji]    [domuji]     [dojeohi]   [byeollo]  
逐語訳：(けっして)   (あまり)   (全く)      (とうてい)  (別に)     
아무래도(207)、전혀(343)、좀처럼 (41)、 
発音： [amuraedo]   [jeonhyeo]  [jomcheoreom] 












3．2 第 2 章 先行研究と本研究の立場 
 



































命令(禁止) ～るな／～ないで ～지 말아라/tonji marara
否定語 分からない/知らない 모르다/mo-ru-da










一回も、など／하나도 hanado、한 사람도 hansaramdo 、한 번도 hanbeondo、など」、不定




1）舞  : これじゃ、 何も伝わってこないてしょ。（shall） 
마이: 이렇게 해서는 아무 것도 전달되지 않죠. 
2）一軒しかない駅前の蕎麦屋に入り、薄暗い隅の席に向かう。(柔らか) 
한집밖에 없는역 앞의 국수집에 들어가 어두컴컴한 구석에 자리를 잡았다． 
3）お嬢ちゃんの姿は一回も見たことありません。(柔らか) 
따님 얼굴은 한번도 본 적도 없어요. 
4）達彦「被害者の遺族の気持ちを考えたら、決して重すぎる判決じゃない」（熱の島で） 












3．3 第 3 章 事実確認的否定副詞(不可能・程度)、遂行的否定副詞(不満足・意志) 
 



























副詞 会話文 地の文 小計 会話文 地の文 小計
あまり 20 27 47(8%) 203 348 551(92%) 598
一向に - 1 1(2%) 6 57 63(98%) 64
けっして - - - 69(24%) 216(76%) 285(100％) 285
ぜんぜん 73 29 102(21％) 256 136 392(79％) 494
ちっとも 1 0 1(1%) 51 44 95(99%) 96
どうしても 56 65 121(45%) 58 89 147(55%) 268
とうてい 1 3 4(9％) 9 32 41(91％) 45
とても 233 386 619(80％) 61 90 151(20％) 770











































































































































































構成」の用例は、全部で 350 例が見られた。タイプ別の内訳は、「副詞省略型」が 178 例（51％）、
「説明型」が 82 例（23％）、「意訳型」の場合は 90 例（26％）が見られた。 
 




















































































































































































































義関係にある 10 語を選び、その日本語と同じ現象が見られる韓国語の副詞、10 語を分析対
象とした。両言語、それぞれ 10 語の副詞は以下のものである。 
さらに、その結果に基づいて韓国語の副詞と対照研究を行い、日韓両言語の非母語話者 
日本語と韓国語の類似点と相違点を明らかにする。また、その結果を「教育」という観点
                                                  




























제 4 장에서는 한국어와 영어의 공손 표현의 공통점과 차이점에 중점을 두어 한국어 
교육에서 유의해야 할 부분과 그 교육 방안에 대하여 제시하였다. 
 
本研究は日本語学習者   を調査して類義語教育の必要性を提示し、現在日本語教育で
扱われている類義を収集し、その様相を調べて効果的な類義語教育のために類義語の意味
差を明瞭に説明できる基準を提示することを目的とする。 
第１章では、類義語教育の必要性を提示し、本研究と関連する先行研究を検討し、本研究
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の目的を明らかにした。 
第２章では、本研究で扱う内容と関わる理論 概念、 
 
 
 
